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シンポジウム2：「医師偏在実態と医師確保の実際」

医師不足病院における医師確保戦略
－飯山赤十字病院が医師確保できる

ようになるまでの経緯－
石 坂 克 彦† 第73回国立病院総合医学会

(2019年11月８日　於　名古屋）
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要 旨 飯山赤十字病院（当院）が属する長野県北部の北信二次医療圏は医師偏在の影響を強
く受ける医師不足地域である．当院は，急性期・回復期リハビリテーション・地域包

括ケア・療養の各病棟を備える計284床のケアミックス型の病院であるが，大学医局が集約化の
方針などから徐々に医師を引き上げ，2003年に33人いた常勤医師が2017年には19人にまで減少，
一般外来と救急外来の受診制限を余儀なくされた．医業収益も悪化して連続で損失を計上するよ
うになった．
　診療内容の充実，収益の改善のためには常勤医師を確保することが最優先と考え，病院を挙げ
て医師確保に努めた．大学に医師派遣を依頼する，医師紹介会社への依頼，県の医師確保対策室
との連携，長野県・飯山市の奨学金貸与で研修医確保などさまざまな対策を行ったが，2017年ま
では成果が出なかった．
　危機感を強く持った2018年から医師確保を専任で行う担当者を配置して一定の裁量権を持たせ
たところ，紹介会社を介して2018年に４人，2019年に６人，計10人を確保でき，常勤医師が28人
まで増加した．その結果，救急外来不応需の件数が大幅に減少，外来患者数と新入院患者数も増
加し，病床利用率は90％以上になった．医療事業収支は2019年度末で約３億4000万円改善した．
　予想外に多くの医師が確保できた要因としては，病院が新幹線飯山駅から至近距離にあるとい
う地理的アドバンテージは大きいと思われた．大学からの医師確保は依然として重要だが，別の
方策も検討すべきである．医師確保専任の担当者を配置し，紹介会社を有効に利用すれば効果は
大いに期待できる．地域における自院の役割と今後のビジョンを熟慮したうえで，必要な医師を
慎重に考えて紹介会社と相談すれば，マッチングする医師がみつかる可能性が高いと思われるが，
若手医師確保の方策として，医学生や研修医に対する指導体制の構築や，臨床研究を行うことの
できる環境を整備し勤務しながら社会人大学院生として大学で学位を取得できる体制づくりも重
要である．
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